
 
 
 
 
お待たせいたしました。サロン・コンサート N.28のご案内です。 
 
今回は、サヴォイア家の狩りの館“Venaria Reale（ヴェナリア･レアーレ）”
を皆様にご紹介しましょう。イタリア･トリノ郊外にあるこの宮殿は、カルロ・

エマヌエレ二世の命により 1659年に着工、16年の歳月をかけて 1675年に完成
しました。A.ディ･カステッラモンテ、F.イウヴァッラ、などの著名な建築家が
携わった、バロック様式の傑作です。近年、宮殿、庭園、村を含めた広大な敷

地の修復工事が行われ当時の華やかさが甦りました。 
 
ゲストには、ヴァイオリン奏者マウロ  イウラート(Mauro Iurato)さんを 
お迎えします。彼が私の母校イタリア･トリノ“G.Verdi”音楽院の後輩である
ことは、すでに皆様にご紹介いたしましたが、所有しておられるヴァイオリン

が誕生した 1690 年は、まさに“ヴェナリア･レアーレ”が完成したバロック華
やかなりし頃。演奏してくださる曲は、P.サラサーテ「ツィゴイネルワイゼン」
です。 
ピアニスト正田歩さんは、F.メンデルスゾーン『無言歌集』から狩りの様子を
表現した“狩りの歌”を聴かせて下さいます。そして私は、伯爵が町娘に恋を

してハッピーエンドを迎える G.ロッシーニ作曲のオペラ≪セヴィリアの理髪
師≫よりロジーナのアリア“今の歌声は”。 
その他、ヨーロッパ宮廷文化の香り漂う作品の数々をソプラノ、ヴァイオリン、

ピアノの三重奏で、皆様にお届けしたいと思います。 
 
今回のフェスタ・イタリアーナは、『ノッチョーレ祭』です。 
秋は、ピエモンテ州特産の木の実ノッチョーレの収穫時期です。トリノの老舗

菓子店にて新物をローストしていただき皆様にお届けいたします。ノッチョー

レを原材料にしたピエモンテの典型的なお菓子も数種類ご用意させて頂きます。

イタリアのワイナリーから届くワインは、有機栽培ぶどう 100％  保存料無添加、
フレッシュ生ワイン（赤）、一般市場には出回らないとっておきの美酒です。 
どうぞ、お楽しみに!! 
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＊ L.S.N.会員の皆様がお誘い下さいました方々も、割引チケットをお求め 
   いただけます。 
＊チケットは、先着 180 名様です。なるべくお早めにお求め下さいね。 


